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〔調査資料〕

農用地利用の高度化と飼料の自給度向上

一一兵庫県但東町の生産組織の事例分析一一

r~J 山 敏 引、

1. 課題

2. 地域の実状と酪農の民間

3. 飼料作物't:産組合の成、?と農地の受委，iE

4. 飼料作物生産組合の事業と粗飼料生曜の効県

5. 受委託農家の意向と今後の問題点

1 ) 委託苦側の怠I(IJと問題点

2 ) 吃J王者側の窓rl'IJと問題点

6. むすび

1 .課掴

昭和45年にはじまる米の生応調棋が，農家lこりえた精神的衝撃には，きわめ

て大きいものがあった。その 5:q:前lこは，未だ米:不足に対処するための増産運

動が展開されて，兵路県でも"健康な稲づくり運動"が実施され，米の増j}iffは

善であるという明治以来かわらぬテーゼが一点の疑義もなく良家にうけいれら

れていた。それが一明にして米を増産するととは思であるかのどとき取段いが

なされて，全国一率に減反転作焚励がなされたのであるから，大半の農家が乍

!主意欲を減退させた ζ とは，当然のことといわねばならない。そこで， il日和35

年の耕地の利用率 134%は， 481fには 100%に低下し，そのうち水111の利用本

は42年にはまだ全国平均で 110;;ぢであったものが， 48年には92%に低下して，
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不IJrrJuJtmな水川が荒JtijとしてfjtiJせされるものが少なくなってきた。

それならば，わがIEIにおける穀物市給ωバランスがとれているのかとい之

ば，決してそうではなく，逆に需給ギャップ (1司内Ji12T量一国内生!zI量)は，

11日和35ir:の 360rJトンから， 481rには 1，859トンへと拡大してしまったのであ

り， Il~l 内 /-lijJiil ， 2667ハ、ンより遥かに多量ω穀物を輸入に依存しなければなら

ない現実となってきているωである。この需給ギャップ拡大量1，499nトン ω

うち，約 7;刊ω1，020h トンは飼料JfJ穀物であるので，わがf1~1 (j)出J521均供給の

明大は，全く輸入飼料心地大によっ亡まかなわれてきだといっても過 I.'~ でない

ωである O

それならば -Jjで耕地を休問3せる政策がとられながら，他庁で俳匝/15!?E

物である穀物，刊に飼料を大:立に I~出入するという手町を多少でも解決するJ3" rtl]

として，判j:l山を飼料fl均の IL:町に FIJ川して iiJtmな!日り飼料ω1'[給ギをifJめる

ことは， II~I i ~ω (f効 flj)f]という観点からみても，大いに出廷すべきことである

ωはもちろんωこと，そω飼料作物栽出のためω恥!臥肥ω増投があれば， 一万

では公刀1i ¥J起にもなりかねない京市排mt物ωf込用が111fiHとなるばかりではな

しとかく {f版物ω投入が少なく， L壌(ノJ ノ1Jrfl(t:]化学的iqi質が必化して，地力

が{lfFしてきたといわれるよ丹地ω地JJ;:'2'U:J(反させ，さらには増進させるという

効~.ミそもたらすことにもなる ωであるの

こωような観，LUこたって，よミ叫;りI:刊Iffdiiri:}jz所作内では，はやくから去作稲の

飼料化を試み:;.:jご;iirドlこイタリアンを呼入して，--jjでは遊休化している耕

地の利川本をilJjめると同時に，イ也/jでは飼料の自給度を高めて， [司氏経済的に

貢献すると同 l刊に，まだ私経済的にも経はの友~~ζ 役 ú- てるよう指導援助がな

されてきた。

ここで、は， {日以lilJω飼料!i-:!m組合を事例にとり，え:伝来j込j右との耕地を農協が受

託し，これを飼料生庄組合がflf受託して飼料生産をおこなっている実状を紹介

し，問題点を指摘するとともに，将来ω展望にもふれてみたい。

注 1 ) 段林統計協会『昭和49年度農業I'J書付属統計表J77ページ。

2 ) 民休統ii[-[品会『日日和49.\ ド j立凡 ~i~~ Eli-;(f じr[.o~:J 90ページ。



農用地利用の高度化と飼料の自給度向上 - 89-

(注〉 本稿をとりあげた動機は，昭和50年度度j西農業経済学会における私の発表に対す

る質問として.:L:地平IjJ目山!主化を生産組織がおとなっている事例を示してほしいと

のととがあり.{LU，f!a汀の49:)1:調査実例について答えたものの， 74;だ印刷した資料と

はしていなかったので，こ ζlこ当時の原ri.'iJ!乙若干}JI("巨して，より詳しい答えとした

かったからである。

2. 地域の実状と酪臆の展開

1 ) 地域の実状

ff:U夜間fは，兵庫県m馬の東北に位しており，京{Jsの丹後j由jjと践する山付で

あり，過日来日JJ村の指定をうけている O 人口は減少気味で，羽山約 7，000人を数

え，戸数は 1，700J..:i，うち段家が 1，600 を占め，耕地は大凡 740haであるか

ら，平均排地組問も狭心冬季偵雪も多いので，段~~条件はほしい白 おまけ

lにζ，近くに大I山fjj場討yが〉νiあるわけでlはは才ま‘なくし， l以:22岡 o1而;th而ih同a以j

か均か瓦るので，冬季ωJijJ践者も 350人を出しており，戦前は沿;j川、|移住芯を多く出

したところでも矢[)られている D 現在は機織を 700]ヨが刷業としておこなってお

り主主のドrí白一l~場も 2 企業が立J也して，主婦の力働)Jを約 160 人屈備してい

るO

かつては，薪炭・和牛・養蚕を柱としていたが，このいずれも衰退して，薪

炭信産投京は 7"'8日，和牛の飼主主農家 120芦，養蚕民家 104戸-lこ減ってしま

った。代りに酪13・養鶏・チューリップ球/恨・野菜 O{白木等が新しくとりいれ

られ，これに前述ω1ことく通勤・ Jli稼ぎ・機業i判定によって波刷業所得を得て

いるωで，過疎村といった陪いイメージはみられない。

2 ) 酪農の発展

{日東町に乳牛が導入されたのは，比較的新しい。宮山秀雄教授の示唆によっ

て，山村である{Ll.栄町でも，将来の農業の・つの万向は酪農であろうと指摘さ

れてから，昭和3411:の者に 2頭の仔牛が日高町から導入されたのが，今日の但

東町酪農発展の契機だとされる O 次いで，昭和35年には酪践を育てていく万針

がたてられて，当 11与の役場の担ヨ者は，ふところに大金を抱いて 8月に乳牛購
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入のため静岡に出かけ，家畜商や農家との交渉に苦労しながら，一挙に24頑を

導入し，協業経営である総和農場と個別農家合計31戸44頭飼育がその年度中に

実現して，酪農発展の基礎がきずかれることとなった。

この年度に..酪農/liEE力の培進と会見の経済的社会的地位の向上を図るこ

と"を目的として， {日東町酪良原則会が発足したが，その後の但東町酪農の発

展過程は，第 1去に示した如く，第 A 次，第二次の酪農近代化計曲jの指定をう

けて，戸数は減少しだけれども，漸次規偵を拡大して，現布では11頭以 k飼育

者が半数以上も占め， 21頭以仁飼育者も 6人を数えるまでに成長してきた。

第 1表 但東町乳牛飼養の推移

年 度 例主lコ数 創設頭数 I 1戸当頭数
一一一一一一一一ー明ー一一一一一唱一一一一一

昭 35年 2 戸i 2 頭 1. 0 9][ 

36 31 44 1.4 

37 41 77 1.9 

38 42 93 2.2 

39 40 100 2.5 

40 40 105 2.6 

41 45 121 2.7 

42 43 137 3.2 

43 42 205 4.9 

44 46 263 5.7 

45 48 332 6.9 

46 41 389 9.5 

47 41 396 9.7 

48 31 366 11.8 

49 30 403 13.4 

(注〉 但東町役場調査 (2月 1日〉

仔牛の育成は，自家育成の酪農家もあるが，但東町畜)主センターに育成を依

頼したり，北但酪農を中介として北海道旭川の牧場へ仔牛を年間15万円の料金

で予託する等，多頭飼育に対応して新しい試みがなされている D

しかし，厳しい一般的自然条件下に成立している酪農であるので，将来の不

安材料がないわけではなし購入飼料の異常高騰をはじめとする魔牛価格の下

溶や牡仔牛価格の低溶，その割には上がらない販山手L価，周辺労働市場の比較
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的高賃銀と週休 2日制の実施，後継者の不足等々，解決すべき問題も少なくな

l )0 そのような中にあって，酪農振興会の一部メンバーによる飼料作物生産組

合が，牧草を111FLJし，飼料の自給を企図して効果を発揮しているのであるo

3. 飼料作物生産組合の成立と農地の受番託

1 ) 飼料作物生産組合の成立

ζの飼料作物!fj!(組合が正式に成立したのは， I昭和47年8月からである O し

かし，その仰にも4411:以来，小団地の牧草経営がおこなわれたり，前年の46年

には，すでに但東町酪農青年グループ7名によって，水田裏作 6haを共同で借

り入れ，イタリアンライグラスを作付けして，共同で収穫するという先駆的事

業がおこなわれていた。もっともこの時には，大型機械も導入されていなかっ

たので，刈り取り乾燥或は集草はすべて手仕事であり，多大の労働力を必要と

して，相?行困難な作業であったといわれている O

このように，この但東町で何故粗飼料のう:花がお ζなわれるようになったか

という背;えを，陥J自の形態を通してみてみると，次のとおりである O すなわ

ち， m束!日Jの酪段は，その発足から日が浅く， しかも都市近郊における搾乳業

者的酪農とは全く見なり，第2去の乳牛飼養規模別声数にみられるように，ま

第 2表 但東町乳牛飼護規模別戸数

j二1 司r;.<f

規 模 「一一茂--it---r一一τ子ιヲ戸一

1'" 2 顕h 戸 14

3'" 5 IJ 5 7 

6"'10 9 4 

11.........20 10 1 

21 "'30 5 

31~ 1 

A 
じ1 計

一
数

30 26 

126 頭ill! 277 頭

U1:) 昭和49半 2月，普及所調査による

だ一般的には飼養規模が小さししかも育成牛をもっ農家が大半であるという
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特徴をもっている O しかも，都市近郊にくらべれば相対的に地価と労賃が安い

という条件は，当然のとととして粗飼料生躍も合閉性をもつので，木来的な水

凹酪民経営が実現できるのであり，良質の組飼料の生iiR1I官保に関心が寄せられ

ていたのである O

そのような事情があるところに，米の生産調整がおこなわれ，また圃場整備

も実脳されたので，多くの水旧が遊休化することとなり，これに石口して，昭

和47年 8月に希望苫による飼料作物ft:庄組合が結成されたのであるO このよう

な組織ができることによって，大型の飼料/li!?151-iJ機械も導入できるので(南庄

経営技術改主事業資金補助による)， tJ'白半的な飼料生庄がおこなえるのも魅力

となって，当初は酪農青年グノレープを I!~心としだ10人のメンバーで発足したの

である O

対象地区は，旧東町でも比較({]平坦で，岡場監備のおこなわれた大野 U由改

良区(水石・畑・野尻)であり， f1日和47年の表作から，約 8haの借地契約によ

ってイタリアンを播種し， 48{t~(こはぷ作 8 ha，裏作には49iド度から岡場整備の

おこなわれる矢民地区の農地も合め，秋播 8ha，脊播 7haの合計15haに飼料作

~øの作付けをおこなうことにした。

2 ) 農地の受委託

この飼料作物生産組合の借り入れる農地は，現在では休耕ぷ旧であり，岡場

整備前後の集団地を対象にしている。良地の借り入れは，組合と農家個々との

間の直接的借地契約によるのではなく，第 1図に示したどとしその問に農協

を介在させて，農協を媒介とした三苫契約の形式をとっているO この事務と会

計は，主として民協の畜産課職員がおこなっているので，個々の農家は，飼料

作物生産組合に土地を貸しているというより，出協の依頼によって農協に貸地

しているという意識が強い。借地契約は，契約書にノJミすどとし汗通 5月 1[! 

から翌年の 4月30日までであり，裏作だけを借りる場合もある O

4 般的傾向としては，良家は農地を貸すのをいやがるというのが普通のこと

であるから，借地をすることはlAl雌なことである O そのような中で，借地をし

て飼料作物を生産しようとするのであるから，地主を説得するのは大変なこと
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第 1図 但東町飼料作物生産組合農地受委託関係

|但馬町農業協同組合 I(丙)

fz W九
11"'/ j てお〉や
;' / マ診¥
/ル¥、¥

(乙)1飼料作物生産組合ト ニ|地主 I(甲)

(休耕水田所有の個々の農家〉

休耕水田の期間借地契約帯

上地の貸借について，地主 (以下甲という〉と借主粗飼料生

産組合(以下乙という){rll立但東町農業協同組合(以下丙という〉との11mと，次

のとおり契約を締結した。

第 1条 Ff!の所有する次の土地の休耕水田を活用し.fi"j*，1作物の栽培を目的と

し，丙を{rjl立により乙に賃貸する。

所在地但東町大野 器地

地日 田

面杭 a 

第 2条 乙は，その土地を飼料作物栽培のため使用し，それ以外の用途に使用し

なしユ。

第 3条 賃借の期間は 5月 1日より翌年 4月30日までとする。

第4条 借地料は，期間10a当り40.000円とする。但し，乙は，飼料作物収穫後

1凹耕起をして，甲に返すものとする。

第 5条 との契約は 1カ年とし，期限が到来したとき，又は飼料作物栽培を実施

する場合は，甲乙内.三者で協議のと，契約の史新をするものとする。

第 6条 ζの契約は. q'l乙丙それぞれ誠意、をもって実行し，定めのない事項につ

いては，協議の上決定する。

以上の事項を確認し，乙の契約を証するため本書3通を作成し，各自記名押印

のうえ各 1通を保有する。

昭和年月日

叩iJ¥石郡旧東町 氏名

乙旧東町粗飼料生産組合 組合長井上 肇

丙出石郡但東町出合108
但東町農業協同組合 組合良永井和彦
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であり，とれを担当しているのが，農協の担当職員であり普及所の職員である

から， ζの人々の努力なしには，この事業も第一歩でつまづくととになる O す

なわち，乙こでは民協が農地の斡旋機能をもっているのであり，そうすること

によって，農地の提供者も安心して貸地をお乙ない，また農地利用の作業にク

レームをつけやすい。他万，借地をおこなう飼料作物生産組合の万も，借地の

ための交渉に多くの労力をさく必要もなしまた作業実施ri'における地主への

不満を，農協を通して伝えやすい利点がある O

ここで，昭和48年度の地区別借地面積および，借地規模日Ij月数をみれば，次

のとおりである。

これでみられるごとし借地目前規模では表裏とも大半が30a以下であり，

最高は表作で60a，裏作だけで90aとなっている O 畑地区では，休耕;J<f日の他

に裏作を貸している民家が2戸，野尻では 4戸みられるO 知!及び野尻地区は，

圃場整備のすんだあとの土壌条件がよくない状態における去作・裏作が対象と

なっており，欠fIQl由民は49{1:度困場整備のおこなわれる前の底地を対象として

いるのであるO

水石

畑

野 尻

矢根

相田[

第3表 地区別借地而杭および、借地規模別戸数

表 作!主 YI: 人

アーレ 1 ="'->< I ー レ 1 =""""， 1血--1面積! |面積|凶--10 11--30 31--50 51--1 ，0."，>< 1'"'-'10 11--30 31--50 51 '""1 ~-'.j U< 1 

Fl Fl }二 Fl 1 a I F::J Fl ;:1 Ji 1 a 1 
i ー I - 1 - I 19.4 

1 9 2 1 I 371.6 1 5 1 - I 163.4 

a
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一

1
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ヮ
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i

唱

i
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h
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o

-

-

2

 A き'-1-
仁I 口 l 1 19 7 2 853.0' 8 23 6 

(注〉 昭和48年度良協調査を加工して作成

とのほかに春播を含めると.48年度の裏作は 15haとなる。

この農地貸借における10a当り借地料は，昭和48一年度で{1: ri¥140 ， 000円の契約

であるが，これに但東町の補助金が 3，000円っき，そのヒ川!?i233主主特別協力給
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付金 3，600円 (9円×共済基準反収 400kg)が加算されて，地主には46，600円

が支払われる ζとになるo 裏作だけの場合には， 4，000円の借地料が支払われ

るが，このほかに春耕松して返却することになっているので，昭和49年度の10

a当り耕転賃金標準額 7，000円を評価すれば， 11， 000円の裏作借地料となる。

この10a当り40，000円の借地料の槙拠となっているのは，休耕奨励金27，200

円 (1kg当り68円×共済基準反収400kg)に5ha以上の集団転作加坪金10，000

円を加えて，裏作だけの借地料若干を加えて40，000円としたものであり，飼料

作物生産組合の金額上の負担額は10a当り 2，800円となる O

これが49年度には， 43，000円の借地料とされるので， 5，800円の負担がかか

り，耕伝返却を評価すれば，これに 7，000円の加算を必要とする ζ とになるO

そこで，飼料作物生陀組合の方も，借地に際して，休耕集団転作奨励金のある

限りは，僅かの賃借料で良地を借り入れることができるので，飼料作物栽培の

有利さがあるが，逆に，これまでの通常の農地の相対賃貸借の場合の米 1石或

は2俵といわれていた水準で、はfffり入れが凶難となって，今後の個人相対の借

地に問題を残す ζ とになったといわれる。

4. 飼料作物生産組合の事業と飼料作物生産の効果

1 ) 飼料作物生産組合の事業

飼料作物生臆組合の組合員は， 10名という小集団であるので，形式的には組

合長，副組合長，会計，監事がいるものの，会費を徴集する ζ ともなく，事業

の計耐，乙れの遂行など，すべて話し合いにもとづいて実行に移されるo

第4表 所有農機具及び取得価額

種 |数量 l 金 額

ロータリー型 トラクター 」口品、 405.000 円

リヤマウンドモアー (6フィート) 185.000 

へイメーカー 1 320.000 

へイベーラー 1 1，170.000 

J仁51h 計 4 2.080.000 
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との組合のもつ共同民機具は，第4去のとおりである O との合計金額 208万

円のうち，大凡3分の 1の69万円ば，畜回経営技術改善促進事業の補助金であ

り，その補助すえの 8剖 110万円を泣代化資金からfI'Iりうけ，残りの29万円を自

己負担しているので 1 戸当り 29 ， 000PJ の JJ~金負担ということになる O 乙の底

機只を 8年で償却するとすれば，それだけで年間約23万円の償却費となる。近

代化資金は， fli利4分5毘の利子であるから，年間49，0001'Jの負担であり， 5 

年償還であるから，年間22万円のfI1賦償還金となる O

作業遂行に際しては，このほかに，民協が稲転zjlj長で購入した45応力ωトラ

クター(1，415，000円)と20馬力のトラクターを出川して，これにアタッチメン

トをつけて利川している O この使JTJ料は民協に支払われるが，その額は償却賀

相当額がよよ肢もられている O

この削料作物栽培は，原則として10人の組合はω平等出!Jifω もとに，共同作

業でおこなわれている O 栽!日作物は，これまでイタリアンライグラスであり，

昭和47年度は， 9月21Flから10月29Uの山に播極がおこなわれ， 11月14LIから

48午の 4n 14 rJまでに迫肥がされて， 5月5Llから刈り取り，乾燥，欄包，運

搬が5月18日まで実胞された。その?を，民地のJばLfJのだめの糾転が5月19Hか

ら25日までの間になされている O

乙の日!のl!i役は，延べ111人でijifI昭，OOOFIJでま1"0:されている O 丁度梅雨期に

入るnnに作業がおこなわれるが，史fl木の天日乾燥には，凶さない勾象条{'j:下.に

あるので，収穫作ぷは夜の10il，J':悩まで枕けられることもあるという O 播種とhui

肥には全只111115lこLl¥役するが，収穫作、15は交JJ?でjil役し， A混!岐を効-+的lζ利用

しようとしている O

47年度には，哀作だけでソtli'(475トンが収穫されて，乾:!?fとして58トンとな

り，とれを14---15kgの乾fit相包にして 3，93111iilが生町れだ。これを組合員に

1 kg当り25円で一定霊平等に配分して，問りは必要な人がlll!?入するととにして

いる O fE岡忠〉it改良??及所の柏木7LE|;氏の計かでは，総11:!?i111fが 1， 427， 442 fTJ 

かかっており， 121h58.44トンの収穫であるから 1kg，r1り乾f:V13iZ買は24円

43銭になるという O 乙の生iiI1!Eを規準lとして組合貝問の配分がなされているの
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であるo

但東町飼料作物生産組合の昭和47年度裏作決算槻告書は，次のとおりであ

るo

但東町飼料作物生産組合昭和41年度車作決算報告書

収入の部

乾 草 代

機械貸付料

その他

支出の部

会議政

人件 î~ 
借地料

種子代

肥料代

燃 料 費
借入金利

機械借用料
グ償却費
グ修繕費

雑 15 

1， 196，500円
17，500 

14，943 

1，228，943 

1，080 

222，000 
332，920 

54，000 

71 ，480 
53，022 

64，226 
4，140 

300，000 
89，800 

35，520 

1，228，188 

一一一一ー-_._-""".一一一一一

(昭49.3.5)

3，931個

森井外4名

tJi協・畜産センター

111名 @2，000f1J
10 a当り @4，000， 832.3 a 

イタリアン 450旬 @120円

近代化47，059円，当座17，167円

小j型トラクター

山内2，800円，外2件

シート2，700円，外 2件

昭和48年度の表作には，シコクピエを導入してみたが成績がj躍し 49午度に

は稲の青刈りを試みようとしている O

2 ) 銅料作物生産の効果

ζの組合の結成目的がっさ同して生産性の高い飼料を生産し，良質粗飼料の

給与ーにより，市沌経営の向上と多頭化経営を計り，者tE農家の所得の増大奇図

る"ことにあるので，この日的に沿って計fujj運営がおこなわれ，その機能を果

たそうとしているのであるから，特に10人のうち 7人までが20歳台という若さ

も加わり，その期待した効果があらわれるのは当然であるが，そω直接間接の

効果を整理すれば，次のようになる O
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(1) 飼料自給の経済的効果

配分されたイタリアンライグラの乾草は，生産費が lkg当り24円43銭であ

り，これが lkg当り25円で 1戸平均 393梱包が給飼されたことになるので，へ

イキューブでも lkg当り30円以上している当時では，新鮮で格安な自給飼料が

確保されたことになるO それだけ購入飼料は少なくてすむので，乳牛飼養と育

成のための生産費低下に与える効果は大きかったといえる D これが，購入飼料

の値上がりによるへイキュープ lkg当り50--60円ということになれば，乙の飼

料自給の経済的効果は更に高まるといえよう O

(2) 乳牛の受胎率の向上

自給粗飼料の給飼は，単に乳牛飼養育成に直接的な経済的効果を与えるだけ

ではなく，乳牛飼養経営上にきわめて影響の大きい受胎率の向上にも役立つの

であり，不妊牛の発生を少なくし，更には疾病発生数の減少にも良い結果を与

えて，間接的にはこれがまだ経済的な効果としてはねかえることにもなる O

(3) 労働力の節約効果

これまでは，個別農家ごとに自給飼料を作付けしていて，これに多くの労働

力と資本財を投入しなければならなかったが，それが大型機械を利用して集団

的に共同で生座するようになったので，これまでの家族労働力全員投入による

労働強化から，出役 J 人の労働に節約されて，飼料作物生産の労働生産性は非

常に高まった。

(4) 乳牛管理の周到化

5月期の家族労働の飼料作からの大幅な軽減は，乳牛飼養労働の軽作業へ多

くの時間をかけることができるようになったので，午の管盟もゆきとどいて，

乳質乳量向上lζ も良い結果を与えるようになった。もちろん，余った労働力は

家畜行埋部門から稲作等のそれ以外の作目への労働投入による経済効果を与え

る乙とにもなっている O

(5) 酪農技術の向上



農用地利用の高度化と飼料の自給度向上 - 99ー

10人の共同大農機具を中心とした組合は，その人数そのものが適正であるう

えに， 20歳台の意欲の高い人々の集まりであるので，お互いの飼料作物栽培の

技術も向上し，その組合としての凝集力が強まることが，さらに酪農経営全般

の技術研修の場となり，或は仲間意識昂揚の場を与える ζ とにもなり，酪農発

展の原動力ともなる。

(6) 地力の向上

長期的な観点から土地の地力をみれば，飼料作水田には多くの有機質肥料

(厩肥)が投入されて，しかも根部の有機質も多く残留するので，地力が培養

されて社会的生産力上昇に役立っているといえる O 特lζ圃場整備後の高低のい

ちじるしい， しかも土地の地力が失われてしまった状態にくらべると，飼料作

物栽培による地力市養効果は大きいといえる O

(7) 農地提供者の収入増加

土地提供者側には，実作だけでも4，000円十7，000円(耕転料)の合計11，000

円の収入があり，表作をも貸す場合には46，600円の地代収入が入るのと同じこ

とになるので，とれまでの地代収入にくらべて農家経済仁きわめて有利となる

とみてよlJ。

5. 受委託農家の意向と今後の問題点

粗鋼料生産の重要性は十分に認識されて，その効果も大きいことがわかりな

がら， ζれが実現するためには，個々の農家の土地の提供者があり，他方でこ

れを利用する飼料作物生産組合の組合員がいて，お五いの利益が合致しない限

り，委託受託の集団的生産組織の永続性はないものとみてよい。そ乙で，実際

lζ水田を委託している農家はどのような意向をもち，また受託する組合員はど

のようにうけとめているのかを，両方から探ってそこから問題点を発掘する必
(注)

要があるo そのような観点から，農家の現況と意向調査を実施した。委託者側

については，調査部溶を闘場整備のすんだ小部落の野尻として， 12戸を対象と

し，受託者側は組合員中 7戸を対象とした。
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1 ) 委託者側の意向と問題点

調査対象農家は，第5去に示すように，大半が兼業農家であり，安定兼業で

ない農家は冬季出稼ぎにも行き，また機織の副業的家内工業も多い。水田所有

面積は 50aから 130aまであるが，委託面積は，圃場整備のすんだあとの水田

12 aから76aまであり，裏作だけ委託する良家もある。そこで，今後の農業経

営の規模拡大についての意向をみると，ほとんど現状維持であり，兼業所得と

合算して安定した農家所得をあげ，これ以上は労働力が足りない，或は後継者

がいないから，規模拡大を希望しない良家が多い。 68aの水山しかもたず，労

力が余っている 4番農家は規模拡大の意向をもち，兼業が安定し労力の足りな

い10番民家は，逆l乙周模を縮小したい意向をもっている O

これらの水!日委託農家の志向をみれば，第6表のとおりであるO

(1) 委託に山した動機と理山

{国々の農家が委託lζiiiすようになった動機や理由は，農家の状態によってま

ちまちであるけれども， 直接的に委託に出すようになったきっかけは， 明農協

のすすめぺ"むらの人にたのまれだ"からであり，このような生産組織の成立

には，中介機能を果たす農協等の公的機関の役割jが主要になってくることを知

ることができる D これが，直接的な飼料作物生産組合との取引であった場合に

は，容易に土地の受委託がすすまないことも与えられる O 乙れが比較的規模の

小さい l~農家や 4 訴段家のように，集団転作の場合には，周聞の水旧と水の

関係等でかかわりあいが深いので，隣の水聞が委託lζ出されたら， !11さないわ

けにはいかなくなる場合もあることは注目に値する o 1蕃農家のように 1枚

の闘場に所有苔が 2名以1.の場合は当然であるが， 4番農家のように自分だけ

稲を作っても，スズメの被害が大きくなるので同調せざるを得ないという農家

もある O しかし， 12tl干農家ωように，水f:Hを:芸作だけでも明遊ばせるのはもっ

たいない"という農家もあり，酪農をやっている専業的農家の場合には，土地

に対する考え万も又異なることを知るのである。

しかし，如何にすすめられでも，モれを可能にする条件がなければ，農地の
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第5表 水田委託農家の概況

番農号家 員家数族 兼業の状況
水田 蚕託面積 今後の経営規模拡
面積通年裏作大の志、向

一一…一一…一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

1 7人 主冬妻出稼機，長男電気商，妻内職，長 50 a 12 a ー-(1 現 -J1設業には依千五
ヲjの織 しない

2 6 と日稼冬出稼， 1三男大T，長引のよ 35
会社員

50 6 現・労刀不JJ..!.

3 5 主 H稼冬It1稼， jZ機織 60 30 現・土地が手l乙人
らない

4 5 主パス運転手 68 32 IL・労)jが余って
いる

叫同 4 t冬rH稼，長児・長!起の宴会社員 70 30 fU・後継者がない

6 3 次男会社以 80 30 20 現・労力がない

7 5 t::会社tt.U-1三男機織 86 36 f1¥・ j足15では収入
があカまらない

8 4 t・長男土建業I(:柳加工内職 90 48 
JM・機械はF{しユた
しh

9 7 主郵便局員 ")t機織 100 30 J見・労力がない

10 6 M男公務員， 1三男の実保n 100 29 4 縮.'')j力不足

11 5 1::・.~機織 110 39 E~ ・労力がない

12 6 主酪農，長男公務は 130 76 Ho・後継者がない

(注)主=世帯主，瑚r現状維持，広=広げたい，納=~~Ö少したい， I山手(]49{/:1月調査。
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水田委託農家の委託についての意向第 6表

集団転作(飼料作)
についての見通し

委託して都合ひきつづき委 どういう条件
の悪くなった託に出すか否 なら委託に出
乙と か すか

委託した動機と
理由

農家
番号

裏作で 7，000
円

な
し

は
同
瓦

l

裏
よ

七
'
も

表
い
て

なし

土地が悪かっ
た， {中|両国で相
手が委託したか
り

1 

土地を遊ばせてお
くよりも良い

な
す

さ
出』

4

j
裏
り

じ
'
'
も

友
い
つ

なし
地力培益農協の
すすめ

の
か
な
る

る
だ
れ
み

〉

v

つ
?
し
て

ιど
、
も
し

て
ん
か
を

し
め
す
算

出

列

記

《

L
1

制
加
;
主
三
日

機
で
ら
い

表作で30，000
円以上

未定，稲をつ
くってみたい

ヒエが入る心
配あり

土地が恐かっ
た，周凶の水田
が委託に出たか
ら，農協の奨め

2 

3 

奨励金がなくなる
と，イネつくった
万が良い

50，000PJ [l¥さない
刈株が残る，
早植えできな

委託料がよい，
たのまれたから

4 

金の問題では
なし 3

耕
心'の

い
生
る

な
発
あ

さ
権
も

出
作
酎

なし
委託料がよい，
耕転機が入らな5 

奨励金如何にかか
っている

50，000円実作
で5，000円未定

デントコーン
の切株カ均五る

委託料がよい，
労力不足

6 

IUさない
委託料がよい，
労力不足

お互いに計算して
得になるなら 続
く，るとによってち
均三ってくる

50，000円以上

機
の
る

'
た
れ

い
っ
ゃ

な
買
ハ
刀

さ
を
十
ら

出
版
で
か

なし

イタリアンの
仰が残る

労力不足，たの
まれたから

7 

8 

わからない，生産
調整と珂係する

50，000ドj11:.¥さないなし委託料がよい9 

米っくりたい人が
多い

30，000円でも、A

''刀
り
だ
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v

つ
つ
ど

す
ん
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ら
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P
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凶

d

〉
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汁
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汁
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u
'
-

t
A
ι
U
寸
J

か
践
れ

地
'
ま

土
た
の

10 

出さないなし機織で労力不足

自分の年齢からみ
て，積極的になれ
ない

50，000円以上

裏20，000円ほ
しい 5，000円
でも仕万ない

'
鋤
る

り
'
え

も
け
ら

つ
だ
も

す
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て

出
装
い
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11 

12 



農用地利用の高度化と飼料の自給度向上 qo 
n
U
 

委託は実現しないのであり， ζれを可能にしたものは..圃場整備をしたあと

で土地が悪かった"からであり，一枚の圃場でも土地の高低があり，排水が悪

かったり，大きな石がでできて耕転機がつかえなかったりしたと ζろを，大型

トラクターで耕転し，厩肥を投入され，有機物が入れば地力も培養されるし，

土地の高低もいくらか平均化するという利点があったからであるo しかも，そ

の委託料が，通常の米 1石或は 2俵の段階から約 2倍の金額が貰えるとなれ

ば，その魅力も大きかったのであり..委託料がよいからヘ哉は ζれを裏付け

た明生産調躍があったから"という答えが多いのであり，兼業，特lζ機織等へ

の従事による労働力不足とのかねあいで，計算上納得しだ水旧委託も多かった

といえよう O それだけに，将来の水田受委託永続性への困難な問題をも合んで

いるといえよう O

(2) 委北して都合の悪くなったこと

まだ委託に出している途中の段階であるので，具合の思くなったj去について

の指摘は少ないが，これまでの例から"ヒエの入る心配" ..刈株や根が残って

日i値えしにくし)"という答えが多く，結局は委託した水lHをn分が耕作するの

と同じ位の周到な注意をはらって利用してほしいということであり，農家の所

有地に対する愛おの強さを窺い)~iJることができるのであり，それだけに， ζ の

ような配慮を怠った場合には，委託者はなくなることを物語っている D 相手の

身になって如何に受riEした水田を丁寧に利用するかが，将来のこの組織永続の

長短を決するといってもよい。

さらに，機械旧植えになって惟苗植えとなれば早植えの希望がでてくるの

は当然であるが..稲の早植えができなp"といって， 飼料作物の収穫と田植

えとの競合が問題とされる場合も少なくない。 ζれも将来の良作利用の成否を

決する問題点であり，技術的解決事項である O

(3) ひきつづき委託に出すかどうか

今後もひきつづいて水田を委正に出す意思があるかどうかについてみると，

主人が出稼ぎ中で未定の家もあるが，大半は表作の稲は自分で作りたい希望が



-104- 神戸 大学農業経済

多く，闘場整備後の水田がどうなったかに興味をもっている農家もあるo 中に

は，委I花に出していて明耕作権が発生しては困る"と心配する農家もあり，コ

ンパイン等の機械も購入したので， 軒下I分の家の水fRは f'分やれるし， 家のfi:

'JH乙来てよ2.っている家の稲の収穫もしてやるつもり"という農家もある O

しかし，中には明白分で作るのはめんどうだから委託に出すつもり"という

段家もあり，特に表作に関しては，明111してもよい"という農家が 3戸もあ

るO

(4) どういう条件なら委JE¥ζliiすか

そこで， どういう条件が満たされたら委正に!11すのかを問えば..金の問題

ではなしゾ'という民家もあるが，大半は委託料が高いことを希望しており，去

作で30，000円以じ裏作で 5，0001リ以 l:，jlBfilでは50，000円以上の線が出され

ている O もちろん，委rTE料は高いながiLいけれども， jffi'rド30，000fJ
]でもかまわ

ないという出家もある O その家の条件によって見なるが，あらゆる角度からの

汗算をしてみて，利益があると思えば委riEに出すで、あろうし，その線が通年ω

場合50，0001可となれば，受JE側は10a 50，000円の支出では採はがあわないの

で， lurド奨励金の什:(l:がこω組織の永続Ytを左右するともいえるD

(5) 集l'lH日作 UHf;ewnについてω見通し

将来の飼料作物ωfこ山ω集卜1"]1.伝作についての怠向では..奨励金の如何によ

って変わる"と乃えている民家が多しこれがなくなれば委託料が安くなり，

そうなれば稲をつくった万が有利となるので，委r?Eしなくなるとの見通しであ

るO いずれにしろ，各民家が兼業と家の実状等を勘案しながら計算した結果の

判断によるのであり，個々の家によってその見通しは異なとるみでよl)。

ou この水田委託農家の実態調査には，神戸大学良学部学生井垣辰夫，角田広志，

瓦上w禿，小ILI下!りJ.鮫j;372樹諸君の参加と協jJを得た。

2 ) 受託者側の意向と問題点

調査対象農家は， m 7去に示すように，飼料作物生産組合の組合員10戸中 7
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第7褒 水田受託農家の概況

監 査長 兼業の状況 法牛頭存 者早産営議 2的経営規模拡大へ
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6人長女農協 24頭10頭 15 a 46蔵 質を揃える

3 主畜産センター 13 5 

5 ~t農協 ..!j会社 9 8 

3 12 2 

6 母会社員，父冬出稼 9 2 

4 父日稼 8 2 

3 72  

能力の出い牛を揃える

iiJi数をふやす

搾乳牛20頭にしたい

搾乳牛20頭にしたい

音舎を改築したい

頭数をふやしたい

30 

37 

46 

168 

43 

53 

0

2

2

6

5

6
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u
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u

ヮ
“
ヮ
“
つ
白
ワ
白

戸である O 乳牛倒養規模は34頭から 9頭までであるが，乙の但東町の特徴であ

る育成午が多く，以(:j10iJJiを数え，この全然、いない段家はない。 陥農は片手間

イ士官ではできないωで，大半は世帯主専業の農家であり，そうでなくても，父

母が若くて十分手伝えるような段家である O 経営主の年齢は，組合長を除いて

皆若い。今後の経'l~~\~0)規模拡大の万向は，規i慌の大きい農家では，優良牛を揃

えて生産量増大を企はiしており， 20頭未満の段家は，少なくとも搾乳牛を20頭

までは増頑したい志向をもっているO 全体的に酪農lこ対する意欲は高く， Uタ

ーン農家の酪農家もあり，何日の仕事があって所得も得られるので，サラリー

マン的性格の農業でよいという若者もおり，事実公営住宅に住んだり，都市的

家を新築して核家族的生活を営む青年もいる O

これらの水田受託民家の志向をみれば，第8去のとおりである口

(1) 飼料作についての評価

年間10.......15EJの出役によって飼料作物の生践をおこなっているが，この飼料

作物については，明粗飼料が多くなって，本来の酪投となった"明手L:量が多く

なり，また繁殖障碍が少なくなり，食滞もなくよくなった"とする自給飼料生

産の効果を認めるものが多い。それだけ明購入飼料が少なくてすむ"という評

価もなされている。しかし，反而では共同作業につきものの共同労働の苦痛

を，特に労働の苦痛そωものよりも， H寺間的制約の苦痛を訴えたり，出役の平

等性への不満を述べるものもないわけではない。
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水田受託農家の受託についての意向第 8表
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(2) 受託してよくなったとと

巧

t

これは，各農家のそれまでの経営状態によっても異なるが 1番農家のよう

に，それまでも個人的に自給飼料を作っていたが，収穫時の一家をあげての手

労働作業の苦痛を知っている者にとっては，大型機械による共同作業によって

m仕事が楽になった"と喜んでいる農家もある。明購入飼料が値上がりしてきた

ので安くつく"と富んでいる農家もある。ヘイキューブが30円であれば，生産

1，~24円43銭 (47年度)とくらべて余り差はないが，これが50"""60円に値土がり

しているので，相対的には安いのである O しかし，闘場整備後の水田が排水不

良のために， 48年夏冬とも降雨による生育不良による収穫量減退が，却って生

産費を高めることとなり， 明余り安くはつかない"との評価もなされているの

であるから，技術的な点が改善されない限り，飼料作物の生産量の少ないこと

が組織解体に結びつかないとも限らないのである O

(3) ひきつづき受品して飼料を作るか

ほとんどの良家は，可能であれば水田を受託して共同で明飼料作物をつくり

たい"といっているのであり，共同による飼料作物生成ω利益も承知している

とみてよい。

(4) どういう条件なら受託するか

受託の条件は，別{I:のままの転作奨励金やその他の補助金がある問は， 10 a 

当り 4，000円足らずの現金と耕転返却の手間だけで受託できるので非常に有利

であるが，これがなくなれば， 10 a当り 20，000円の現金支出が限度であると

する農家が 2芦ある O 結局，各種の計算をして，採算があえば受託するであろ

うし，特に裏作だけではなく，去作も合んだ通年の受託を希!日立する農家が多

l:l。裏作だけであれば，秋の播種時期と春の収穫時に労働のピークがあらわれ

て，受託面積にも限度があり，一定規模より以上はふやせないけれども，通年

受託であれば，結局小作地増加と同じことになり，自己の経営計画で通年土地

利用ができるので，倍位の受託面積にふやせて非常に都合がよいという ζ とで

あろう O
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(5) 集団転作(飼料作)についての見通し

土地はなるべく安く受託したいけれども，委託者側の身になれば一定額の支

払いはせざるをえない。そのために，現有は転作奨励金等で46，600円の受託料

を支払う ζ とになって，相手を納得させているけれども，この奨励金がなくな

ると，酪農家が乙れを負担すれば採算がとれないので，奨励金の有無が飼料作

継続の条件となるとみる良家が大半である O また，稲の稚苗植えが増加してく

れば，春の収穫期と競合するので，実作の受rJtも難しくなることを予想する農

家も少なくない。したがって，経済的な問題と技術的な問題とがからみあっ

て，水田の受託にも多くの困難な問題が予想される O

以上のように，委託者側と受託者側とでは，利害が相反する場合が少なくな

いので，これらの調整がどの程度可能であるかによって，水[1]叉品による飼料

作物生産の組織の永続性は左右されるとみてよい。

6. むすび

乙の飼料作物生産組合は，発足以来 2年足らずであるので，未だ十分な成果

をあげていないかわりに，多くの問題も表面化しないで今日に至っているとい

えよう。そこで，このような組織による土地利用の高度化と飼料作物白給の日

的は一応果たしているものの，今後に浅された問題点も少なくないので，これ

を指摘して将来を民望すれば，次のとおりである O

(1) 生産調整終了後における農地の受託ができるかどうかが，この組織の鍵

をにぎっている O

現在は，酪農家と兼業農家とが稲転奨励金の存在によって組織づけられてい

るが，これがなくなったとして， 10 a当り40，000円以上の受託料負担を酪農家

がしなければならないとすれば，粗飼料生庄の利益はなくなってしまう O 酪農

家の万はその負担は20，000P3までだとしているので，その問の差額をどうする
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か，誰が負担するかが今後の大きな課題となってとょう。

また，仮に20，000円で農地を提供する農家があらわれたとしても， ζれが点

在していては，大型機械利用のメリットもでて ζないので，水旧が集団で受託

できるかどうかも問題として残される O

さらに，今日でも土地の受委託には多くの困難を伴い，普及所職員や農協職

員の熱心なあっせん努力によって ζれが実現している面もあるので，今後はそ

のあっせん機能がどの位発揮されるかに成否がかかってくる O

(2) 農地委託者の委主E心理を汲みとらねば，組織維持は難しくなる D

農地改革後の日数は経過したとはいえ，不耕作lζ対する土地所有権の不安定

を心配する心理には抜きがたいものがあるので，この公的保証が必要であるo

また，委託料の|高さを求めるのは当然の ζ ととしても，その内容としての受

託者側の支出の少なさに対する不満も見逃がす乙とはできないのであるから，

お互いの話し合いによる適正な評価負担は考慮されねばならない。

同時に，自己の所有土地に対する愛着は強いので，この土地の利用には細心

の注意が払われて，委託者側の信用を得る ζ とがなければ，農地受委託の永続

性は党束ない。したがって，返却の際の閉場条件は，可能な限り受託前よりす

ぐれた形にする等の配慮が必要となってくるo

(3) 稲作技術の革新が，飼料作に影響をおよぼして，組織維持を困難にす

る。

最近の稲作技術の進歩にはめざましいものがあり，特に大型機械施設(カン

トリーやライスコン)を中心とした一貫体系が確立されようとしているとき

に，間柄機の普及にはめざましいものがある O とれまでは 6月初日の田植え

が一般的であったのに，同植機による稚首植が普及してくると， 5月の初中旬

には旧植えがはじまるので，裏作で作られていた麦はもちろんの ζ と，飼料作

物のイタリアンライグラスも十分生育しない段階で周辺に水が入ることになる

ので，収穫が困難となる。しかも，飼料作物の収穫と田植えの労働が競合する

ので，労働過重になり，大型機械の稼動可能日数にあわせて作付面積を縮少せ

ざるをえなくなり，天候をみての収穫ができなくなるので，乾草の質が悪くな
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り，いずれにしろコストアップの結果を招くことになる O そのうえ，裏作だけ

の受託が可能であったところも， 4月中に耕伝して返却しなければならないと

すれば，裏作の受託も不可能となってしまう O

そのためにも，通年の受託契約が望まれるけれども，委託者はこれを好まな

い事情にあるので，その間の調整を公的に解決することと，同時に早生稲の密

植栽倍による植付時期を遅らせる技術や，中苗移植機の/J自発や栽培技術の改善

等が早急に実現する必要がある。

(4) 天候の不安定や圃場整備後の排水不良旧が作柄に影響して，経営成果を

左右し， ζれが組織結集に問題を提起する O

但馬地方は，積雪のかなり多い地方であり，これが寝雪となって根腐れをお

こして，麦もとれないといわれるように，冬作条件には忠まれていない。そこ

で飼料作物生涯をおこなうのであるから，イタリアンライグラスの収量にも影

響があり， 48年度の冬作イタリアンの収穫は平年の 3分の 1であり，質も悪か

ったといわれる。また圃場~~備後の排水不良田は，播種しでも根腐れで育たな

かったりして，播種期の降雨と収穫期の降雨は，収量と質に多大の影響を与え

ている D そうなれば，投入量は一定としても，産出量の少ないことから，生産

物分配の原価上昇はもちろんのこと，飼料計rfI!I1ζ も影響を及ぼして，輸入へイ

キューブか，北海道の購入乾草に依存しようということになり，飼料作物生産

の意欲も f~~ 給生産の有利'fLl:もなくなり，組織そのものの存在意味もなくなる O

そこで，対雪対策を根本的に考えなおしてみる必要があるとともに，排水不

良の両一的回場?:守備旧の土地改良が急務であり，また収穫1I寺の降雨対策として

は，乾草作りだけではなく，乾燥機の利用やへイレージ， トレンチサイロづめ

等の技術的対策も検討しなければならない。

(5) 機械操作等技術の習熟につとめなければ，コストアップとなり問題を残

す。

48年度から大型機械を利用しはじめたのであるが，若い|守年が中心であると

はいえ，不馴れな機械では修繕費がかさんで経営を圧迫するので，操作技術を

早急に習熟する必要がある O
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同時に，前述のごとく機械操作が容易で，能率のあがる闘場が整備されてい

るととが前提であるので，間場整備後の排水不良田の改良はもちろんの ζ と，

山間小団地の画一的でない踊場整備が実施されねばならない口

(6) 組織内規程がまもられねば，そこから組織がくずれる可能性もある O

組織がうまく維持され運営されていくには，すぐれたリーダーがおり，組織

員が組織参加に積極的で，参加するととによる生きがいと利益が返ってくると

とが必要であるが，個々の組織員の乳牛頭数や経営内容はそれぞれ異なるの

で，定められた共同の規程には全貝違反しないようにしなければ，そこに不満

が生じ，乙のささいな不満が組織崩壊の大穴にならないとも限らない。組織員

個人間の組織内平等が失われると意識された場合には，例えば定刻出役lと遅れ

る者が出てくる等の些細なことでも，乙れが表面化して問題を生じる場合が考

えられる。 10人の組織員では人数も適当であり，話し合いで事がすべて処理さ

れているけれども，夫々の役割分担を明確にして，定められた規程の厳守が必

要となってくる O 大きな不満は，討議によって改善されるとしても，小さな不

満は蓄積されて組織破綻の原因となる ζ とに注意しなければならなp。

組織の結成と草創期には，技能や技術段階が皆低いので結集力も強く，問題

は大きくならないとしても，一旦軌道にのり出した場合における組合員の不満

の解消 ζそ，重大な課題となるであろう。

以上のように，農協という農業者の組織体を中介者として，農地の委託と再

委託及び、受託が成立し，とれが機能する ζ とによって農地の高度利用と飼料自

給の一石二鳥の効果が発揮されているのであるから， ζの農業者の下からの自

発的な組織が，今後とも永続して，また他の地区でも新たに組織されて規模を

拡大し，私経済的にも，また公経済的にも，その効果が発揮される ζ とが期待

されるのであるO

〔追記〕

その後の飼料作物生産組合は，酪農をやめた 1戸と，頭数規模が小さく (8頭)自己の所

有地で伺料作物の生産が可能である l戸とが脱退しただけで 8戸で継続して事業を推進

している。 49年度には 1haを展示固として， トウモロコシ，シコクピエ，スーダングラ
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ス等を試作し，稲の青刈り10haを実施している。しかし，圃場整備後の排水不良は，何れ

の作自にも悪影響を及ぼして，所期の成果を収めていない。夏作は，梅雨前に発芽しで

も，その後の降雨で排水が思くなり根腐れをおこし，夏収穫の稲の青刈りは，病気の発生

と降雨による被害で，質の恵い乾草しか収穫できなかった。冬作16haは，サイロを準備し

たり，ビ、ニール醗酵乾草の準備をしていたが，乙れを使用することなく，天日乾燥で収穫

をする乙とができた。 50年夏作 5haも成績は恐く， 日下冬作tf~[cH政培 8 haを実施中であ

る。

乳牛頭数は， 50年2月に 449頭に増加して，現在 500説を超えようとしており，戸数は

26月に減少しでも，堅実な酪疫が発展しつつあるので，飼料作間生産組合も研究の積み重

ねによる健全な経営に努力している。 12用地利用増進事業も，公的に推進されようとして

いるので，今後に期待されるところは大きいといえよう。(昭和50年11月)

(注〉 この調査の遂行には{笠岡民業改良普及Nr多田勝所民と但東町担主の柏木五郎

氏，但東町産業課近本進課長外課員の万々，但東町農協永井和彦組合長ほか営農

指導員の方々並びに調査農家の万々に大変お世話になった。記して御礼申し上げ

Tこしユ。


